























能登ゼミの 10 年間をふりかえる 
東洋大学国際学部国際地域学科の学生を主体とする「能登ゼミ」を 2011 年度か
ら、国際地域学科独自の授業科目「SFS 能登」を 2014 年度から続けている。2020
年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響で現地に赴くことができなかったが、
「SFS 能登」では筆者が PCR 検査を受け陰性であることを確認したうえでフィー
ルドワーク実施地である石川県羽咋郡志賀町鵜野屋に出向き、当該地域の寺を教室








































 そこで地域資源を定義するにあたり、地域を育み支えてきた資源として 5 つの
カテゴリーを再評価の指標として設定している。  
①  ヒト（地域の担い手として長年従事、活躍している人材）  
②  モノ（地域で生産されるもの）  
③  コト（地域が培ってきた文化、習慣、規範）  
④  シゼン（地域を包括する自然環境、里山里海）  
⑤  トキ（地域の歴史）  
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から出された地域資源を取りまとめたものを表 1 として示す。  











表 1 金沢に関する地域資源のカテゴリー分け事例  




担 い 手 と し
て長年従事、
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